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奈
良
女
子
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
の
活
動
報
告

ア
ジ
ア
６
か
国
の
高
校
生
が
共
に
学

ぶ
「
科
学
技
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

①

概
要
と
目
的

本
校
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
５
年
間
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
支
援
事
業
）
の
人
材
育
成
枠
・
コ
ア
枠
の

支
援
を
受
け
、
大
韓
民
国
・
台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

共
和
国
の
高
校
生
を
集
め
、
本
校
生
徒
と
共
に
サ
イ

エ
ン
ス
の
集
中
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
た
。
そ
こ

で
本
事
業
で
は
、
参
加
国
を
６
ヶ
国
（
ベ
ト
ナ
ム
社

会
主
義
共
和
国
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
・
台

湾
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
・
大
韓
民
国
）
に
拡
大

し
、
ア
ジ
ア
の
理
数
分
野
の
能
力
に
優
れ
た
高
校
生

を
集
め
、
優
秀
な
生
徒
達
が
お
互
い
に
刺
激
を
受
け

な
が
ら
視
野
を
広
め
、
科
学
技
術
の
分
野
で
国
際
的

な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る

こ
と
や
、
送
り
出
し
機
関
の
高
校
や
そ
の
母
体
で
あ

る
大
学
と
本
校
・
本
学
が
優
秀
な
科
学
技
術
人
材
の

育
成
に
つ
い
て
相
互
に
協
力
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「N

A
R
A
	S
A
K
U
R
A
	

Science	
C
am
p

」

を
計
画
し

た
。
今
年

度
参
加
し

た
学
校
は
、

ベ
ト
ナ
ム

国
家
大
学

ハ
ノ
イ
校

自
然
科
学

大
学
附
属

英
才
高
校
、

ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の

国
立
タ
シ

ケ
ン
ト
工

科
大
学
附

属
ア
カ
デ

ミ
ー
学
校
、

台
湾
の
国
立
中
山
大
学
附
属
國
光
高
級
中
学
校
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
立
第
10
サ
マ
リ
ン
ダ
高
校
、
韓
国

の
世
宗
科
学
芸
術
高
校
の
５
校
で
あ
る
。

②

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
成
果

３
年
計
画
の
２
年
目
で
あ
る
本
年
度
は
、
８
月
31

日
（
木
）
か
ら
９
月
９
日
（
土
）
に
実
施
し
た
。
海

外
か
ら
は
、
高
校
生
21
名
と
引
率
教
員
５
名
の
参
加

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
ベ
ト
ナ
ム
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
参
加
者
を
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
の
支
援
に
よ
る
招

へ
い
と
し
た
。
ま
た
、
本
校
か
ら
希
望
し
た
生
徒
が

20
名
参
加
し
た
。

国
際
交
流
の
面
で
は
、
初
日
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

を
目
的
と
し
た
「
世
界
遺
産
ツ
ア
ー
」
で
、
奈
良
に

到
着
し
た
国
か
ら
順
に
本
校
生
徒
と
市
内
を
散
策
し
、

東
大
寺
や
興
福
寺
に
お
い
て
日
本
の
古
建
築
を
見
学

し
、
そ
の
後
、
本
校
に
て
学
校
紹
介
や
文
化
交
流
な

ど
を
行
い
、
翌
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
て
生
徒
同

士
が
親
睦
を
深
め
た
。
ま
た
週
末
に
は
２
泊
３
日
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
、
日
本
の
一
般
家
庭
で
の

生
活
を
体
験
し
た
。

科
学
技
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
３
日
間
）
で
は
２

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
講
座
Ａ
「H

ow
	to	

distinguish	close	related	RN
A
s	and	D

N
A
s

」

（
奈
良
女
子
大
学
渡
邊
教
授
）
と
講
座
Ｂ

「M
athem

atics	applied	to	biology

」
（
奈
良

女
子
大
学
高
須
教
授
）
を
実
施
し
た
。
講
座
Ａ
で
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
手
法
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
抽
出
、
そ
し
て
塩
基

配
列
の
増
幅
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
構
造
的
違
い
を
考
察
し
、
そ
の
後
、
実
験
手

法
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
講
座
Ｂ
で
は
、
生
物
の
個
体
数
の
変
化
を
数

式
化
し
、
得
ら
れ
た
数
式
モ
デ
ル
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
考
察
す
る
な
か
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
ど
の
よ
う
に
数
式
に
反
映
さ
せ

る
の
か
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
各
班
の
考
察
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。

研
究
施
設
訪
問
で
は
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学

院
大
学
（
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
協
力
の
下
、
情
報
科
学

研
究
科
、
物
質
創
成
科
学
研
究
科
、
バ
イ
オ
シ
ス
テ

ム
研
究
科
の
３
つ
の
研
究
室
を
見
学
し
、
講
義
を
受

け
た
後
に
積
極
的
な
質
疑
を
行
っ
た
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

問
題
解
決
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
「
時
を
刻
む
装
置

を
作
る
」
と
い
う
課
題
の
も
と
行
っ
た
。
こ
れ
は
も

の
づ
く
り
を
通
し
て
、
協
力
し
て
課
題
解
決
を
行
う

も
の
で
、
生
徒
は
限
ら
れ
た
材
料
を
用
い
て
測
定
方

法
や
測
定
精
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
自
分
た
ち
で
１
秒
単
位
の
時
間
を
測
る

実
験
装
置
を
作
成
し
、
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
118
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

長谷圭城　　　　　　
（奈良女子大学附属中等
教育学校主幹教諭）　

初
日
の
世
界
遺
産
ツ
ア
ー
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奈
良
女
子
大
学
の
宮
林
教
授
か
ら
、
作
品
の
講
評
と

と
も
に
、
物
理
学
に
お
け
る
実
験
的
検
証
の
意
義
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
。

９
日
間
と
い
う
短
い
期
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ

た
が
、
科
学
に
対
し
て
高
い
意
欲
を
持
つ
ア
ジ
ア
の

高
校
生
が
共
通
の
課
題
に
取
り
組
み
議
論
す
る
こ
と

は
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
各
自
の
考
え
方
や
取
り
組
み

方
の
違
い
を
再
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
連
帯
感
を
も
ち
な
が
ら
育
ん
だ
相
互

理
解
は
、
今
後
の
彼
ら
の
将
来
の
連
携
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
機
会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
参
加
し
た

海
外
の
生
徒
の
感
想
に
は
、
日
本
へ
の
留
学
を
希
望

す
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
送
り
出
し
機
関

と
の
教
育
研
究
へ
の
協
力
が
進
ん
で
お
り
、
昨
年
か

ら
本
校
科
学
ク
ラ
ブ
の
数
学
班
が
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家

大
学
附
属
へ
訪
問
し
、
研
究
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
生
物
班
な
ど
も
今
後
研
究
交
流
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

③

今
後
の
展
望

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
参
加
し
た
各
国
の
引
率
教
員
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

や
感
想
に
お
い
て
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
や

は
り
実
験
設
備
な
ど
の
教
育
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る

日
本
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
継
続
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
こ
の
よ
う
な
各
国
か
ら
生
徒
を
集
め
て
行
う
行

事
は
経
費
が
掛
か
り
、
本
校
の
よ
う
な
小
規
模
な
学

校
に
と
っ
て
そ
の
経
費
の
捻
出
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
今
回
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
に
支
援
し
て
頂
き

実
施
で
き
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

今
回
、
自
費
参
加
し
た
国
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
志
望
の
条
件
に
、
日
本
ま
で
の
航
空
費

用
を
出
せ
る
こ
と
と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
で
も

何
十
倍
の

志
望
者
か

ら
選
抜
さ

れ
て
い
る

参
加
者
は
、

と
て
も
優

秀
で
あ
り
、

本
校
の
生

徒
に
も
大

き
な
刺
激

を
与
え
て

く
れ
て
い

る
。こ

の
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
継
続
し

て
実
施
し

て
い
く
こ

と
で
、
生

徒
の
み
な

ら
ず
、
グ

ロ
ー
バ
ル

化
し
て
い

く
世
界
に

必
要
な
教

育
方
法
に

つ
い
て
、

各
国
の
教

員
と
議
論

し
検
討
で

き
る
こ
の

機
会
を
充

実
さ
せ
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
る
。

科学技術ワークショップB講座（生物の個体変化をコンピュータでシミュレーション）

問題解決型ワークショップの発表

科学技術ワークショップＡ講座（ＲＮＡ、ＤＮＡの抽出）

問題解決型ワークショップ（課題「時を刻む装置を作る」の制作風景）




